
■本書の概要■

不思議な成功も不思議な失敗もない!! 成功には成功の理由が、失敗
には失敗の理由が必ずある!! という考え方に基づき、私は流通業界及
びＳＣ業界における成功のメカニズムを研究しています。とかく流通
業界は暗黒大陸と言われ、まだ成功や失敗のメカニズムが解明されて
いない分野がたくさんあります。

特に、2016年以降のＳＣ飽和期からＳＣの成熟期における「棲み分
け理論」がアメリカと比較して未成熟です。アメリカでは１つの固有
のマーケット（日米ともに80～100万人のマーケット）の中に4.3ヶ所、
日本では2.5ヶ所のＲＳＣが立地し、アメリカは日本より1.7倍の棲み
分けが進展しています。

それゆえに、アメリカでは全小売業の売上高の54.3％がＳＣの売上
高となっているのに対し、棲み分けが不十分な日本では全小売業の
23.9％のＳＣの売上高でしかありません。

本書は、１つのマーケットの中で互いに独自固有の特性を発揮して
棲み分けたＳＣをできるだけ多く成立・成功させ、顧客の買物や遊び
機能の選択肢を多様にすることを目指し、さらに１つのマーケットを
「奪い合う（強者と弱者）」のではなく、また「分かち合う（弱者と
弱者）」のでもなく、互いに得意分野で「棲み分ける（強者と強
者）」ことのできるＳＣづくりノウハウを提供しています。
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